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京子、元気で暮らしていますか  

－松本京子さんの兄 孟(はじめ)さんより－ 

京子、兄貴だけど、元気で暮らしていますか？今年の日本はすごく暑かった。 

みんなこちらの家族は元気で暮らしております。 

今年で 36 年、長い年月、北朝鮮で不自由な暮らしをさせて申しわけないなと 

思っております。 

なんとか 1 日でも早く日本に帰れるよう、兄貴としても頑張って家族が力をあわせ、救出のためにいろ

んなところで講演をしたり、署名活動をしたりしておりますので、これからこのことが日本の皆さんに分かっ

ていただける日もくると思いますので、元気でおってください。 

 

今日は京子に普段兄貴たちが何をしているのかっていう、そんことを日本

の皆さんに、全国の皆さんに知って頂く「国民大集会（注 1）」を行う日です。 

米子のビックシップっていう大きな米子の駅前にできた建物の中で、大勢

の人が集まって京子が 1 日も早く帰ってこれるように、世論を盛り上げて、そし

て京子が元気で帰ってこれる、そんな運動をする今日は 1 日です。 

 

ほかには公民館活動といって、鳥取県の公民館を月に１、２度まわって、

京子の救出を訴える、そんなこともしております。 

これも皆さんがちゃんと聞いて、この拉致問題がどういうことなのかっていう 

ことを、じかに聞いてもらって、そして理解をしていただいて、妹の京子の救 

出に役立ててもらう、そんなようなことをしております。 

 

今年の夏は暑かったですけれども、家族、身体に気をつけて。 

私たちもみなさんに、身体に気をつけて頑張ってください、というふうに言われますので、身体にだけは

気をつけてこの運動をし、そして１日でも早く帰ってこれるように、そして、この拉致問題が風化しないように

署名活動、そして講演に頑張っております。 

 

そして今年は１２月に入りまして、富山それから四国、松江と 12 月は３回講演があります。 

大変は大変ですけれど、そうやって京子がなんとか国民の皆さんに知られ、そして１日も早く元気に日

本に帰ってこれる、そんな日を夢見ながら、私ども家族が、そして親戚が頑張って、更に頑張って救出に

全力をかたむけて、頑張ります。 

それまでは大変つらいでしょうけど、頑張ってくじけずにおってください。 

 

そして、今日のことはラジオ（注 2）で流れますので、是非聞いてやって、そして元気をだして、また再会が

できるのを楽しみにしております。くじけずに頑張って北朝鮮で暮らしてください。 

そして私ども家族が一生懸命救出運動に頑張りますので、それまでの辛抱ですから、 

今しばらく辛抱してやってください。お願いします。兄貴からでした。 

（北朝鮮向け短波ラジオ番組「ふるさとの風」平成 25年 10 月 28 日収録） 
 
※注 1：政府・鳥取県・関係自治体等の主催により開催する「拉致問題の早期解決を願う 

国民のつどい in 米子」（「国民のつどい」）。拉致被害者御家族等が一言訴えを行う。     
※注 2：北朝鮮向けラジオ番組「ふるさとの風」（政府拉致問題対策本部） 
    政府が北朝鮮に囚われている人たちに向けて放送している短波ラジオ番組。 
    松本孟さんのメッセージは平成 26 年 3 月 3 日～放送開始 

H25.10.28「国民のつどい」

において、一言訴え行う松

本孟さん 
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